


環境問題

　
沖
縄
県
は
、全
国
で
も
極
め
て
高
い
自

動
車
依
存
社
会
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、交

通
手
段
別
の
分
担
率
で
は
路
線
バ
ス
の
割

合
は
わ
ず
か
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。バ

ス
利
用
者
数
は
、二
十
年
前
の
約
四
割
に

落
ち
込
ん
で
い
て
、こ
の
ま
ま
車
社
会
化

が
進
ん
で
い
く
と
、バ
ス
路
線
の
維
持
が

よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
中
に
は
、「
バ
ス
は
必
要
な

い
！
」「
自
動
車
で
十
分
！
」と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、高
齢
者
の
移
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
、環
境
負
荷
の
軽
減
、県
民
の

健
康
増
進
、渋
滞
緩
和
な
ど
か
ら
、バ
ス
の

活
性
化
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、車
社
会
化
に
よ
る
渋
滞
に
よ

り
、バ
ス
の
定
時
性
悪
化
が
、ま
す
ま
す
バ

ス
離
れ
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
ま
す
。公
共
施
設
や
大
規
模
商
業
施
設

な
ど
が
郊
外
へ
展
開
し
、中
心
市
街
地
で

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
が
増
え
る
と
い
う
問

題
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
活
性
化
は
、高
齢
者
の
安
全
安

心
、環
境
問
題
、健
康
増
進
、渋
滞
緩
和
に

加
え
て
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
く
課
題
で
す
。

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。高
齢
者
が
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル

を
利
用
し
、移
動
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

三
分
の
一
以
上
が
自
動
車
利
用
に
起
因
し
て

い
ま
す
。一
時
間
自
動
車
を
使
う
だ
け
で
、一

人
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
二
倍
以
上
に
な

る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。自
動
車
の
使

用
を
控
え
る
こ
と
が
県
民
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
行
動
の
中
で
最
も
効
果
的
で
す
。

　
自
動
車
で
通
勤
し
て
い
る
約
九
十
％
の

方
々
が
一
人
乗
り
で
す
。こ
れ
を
、バ
ス
利
用

に
変
え
る
と
、必
要
な
道
路
面
積
が
十
分
の
一

か
ら
十
五
分
の
一
で
す
み
ま
す
。

　
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

渋
滞
の
緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に
も
、自
動
車
利
用
を
控
え
、

バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
と
い
っ
た
公
共
交
通
を

利
用
し
、バ
ス
停
や
駅
ま
で
歩
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
九
月
二
十
日
は「
バ
ス
の
日
」で
す
。沖
縄
県

バ
ス
協
会
で
は
、バ
ス
の
日
に
ち
な
ん
だ
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
、九
月
十
九
、

二
十
日
の
二
日
間
に
本
島
路
線
バ
ス
が
利
用

で
き
る「
バ
ス
の
日
記
念
フ
リ
ー
乗
車
券
」を

販
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、日
曜
・
祝
日
は
、中
学
生
以
上
の
大
人

一
人
で
、小
学
生
以
下
の
子
供（
三
人
ま
で
）の

運
賃
が
無
料
と
な
る「
日
祝
フ
ァ
ミ
リ
ー
割

引
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。あ
な
た
の
行
動
が
渋
滞

緩
和
に
貢
献
し
ま
す
。

　
沖
縄
バ
ス
で
は
、高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用

促
進
の
た
め
、一
部
の
路
線
に
お
い
て
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
那
覇
バ
ス
・
琉
球
バ
ス
交
通
で
は
、パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ
て
、バ
ス
の
位
置
情
報

を
利
用
者
に
提
供
す
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
の
衰
退
は
、自
動
車
利
用
者
の
増

大
や
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
な

ど「
負
の
連
鎖
」に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、公
共
交
通
に
対
す
る
総
合
施
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
公
共

交
通
や
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
で
、自
動
車
か
ら
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

へ
の
転
換
を
図
り
、「
正
の
連
鎖
」を
構
築
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
で
は
、「
沖
縄
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
」を
踏
ま
え
、沖
縄
本
島
内
の
均
衡
あ
る
発
展

の
た
め
、軌
道
系
を
含
む
新
た
な
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

【
安
心
安
全
】

【
環
境
問
題
】

【
健
康
増
進
】

【
渋
滞
緩
和
】

県民の一人ひとりが、自家用自動車からバスへ転換することによりＣＯ２排出量を
削減し、沖縄の豊かな自然を守り『低炭素社会の実現』に寄与します。

QRコード

那覇バス

琉球バス交通

QRコード

〜バスでエコ〜〜バスでエコ〜

公共交通を
利用しよう！！
公共交通を
利用しよう！！

パーク＆バスライド

　｢パーク&バスライド｣とは、郊外から都心部へ行くとき、自宅から郊外部
のバス停まで車で行き、バス停の近くに車を停めてそこから都心部までは
バスで向かう、という移動方法です（図）。
　南部国道事務所が、国道58号牧港陸橋下（A&W牧港店向かい）に駐車
場を用意しています。本島中北部方面から那覇市内まで車通勤されている
方、ぜひご利用ください！

自宅
職場や
目的地へ

　那覇市では、今年も9月16日から22日ま
で、モビリティウィーク＆カーフリーデーが
実施されます。モビリティウィーク＆カーフ
リーデーとは一人ひとりが車の使い方を見
直し、交通の面から都市の環境問題を考える
きっかけを作り、車中心の都市から、人中心
の都市へ、中心市街地に人のにぎわいを取り
戻そうという世界共通のイベントです。

P＆BR宇地泊駐車場▶ バスレーンでスイスイ

　
県
内
唯
一
の
軌
道
系
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
ゆ
い
レ
ー
ル
の
利
用
客
数
が
今
年
の
七
月

十
五
日
に
九
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
来
年
五
月
に
は
、一
億
人
を
突
破
す
る
見
通

し
で
す
。

公共交通の
衰退の連鎖

拡散型
都市構造への
連鎖

自動車
利用者の増加

公共交通
利用者の減少

公共交通の
サービス水準
の低下

人口の
拡散

公共交通の
収益の悪化

公共交通の
活性化の連鎖

集約型
都市構造への
連鎖

公共交通の
収益の改善 公共交通

利用者の増加

自動車
利用者の減少

人口の
集約

公共交通の
サービス水準の
向上

▶県民の意識改革県民の意識改革

CO2

「公共交通活性化に関する調査」報告書より

バ
ス
事
業
者
の

利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み

こ
れ
か
ら
は
・・・

公
共
交
通
を
利
用
し
よ
う
!

ゆ
い
レ
ー
ル
の
利
用
客
数

将
来
の
公
共
交
通
の

あ
る
べ
き
姿

県交通政策課  TEL：098-866-2045  FAX：098-866-2448お問い合わせ

公
共
交
通
活
性
化
の

必
要
性

活
性
化
の
た
め
の

四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

平成23年3月18日～20日開催！

沖縄国際アジア音楽祭
ミュ－ジックス 平成23年3月18日～20日開催！

沖縄国際アジア音楽祭
ミュ－ジックス

2010なはモビリティウィーク＆カーフリーデー



●県下水道課  　TEL:098-866-2248  　FAX:098-866-2394お問い合わせ

順位
13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

市町村名 接続率
本 部 町

南 風 原 町

う る ま 市

読 谷 村

与 那 原 町

久 米 島 町

宮 古 島 市

南 城 市

石 垣 市

西 原 町

北 中 城 村

中 城 村

順位
1

1

3

4

5

6

6

8

9

10

10

12

市町村名 接続率
竹 富 町

渡 嘉 敷 村

那 覇 市

北 谷 町

嘉 手 納 町

宜 野 湾 市

浦 添 市

名 護 市

座 間 味 村

糸 満 市

豊 見 城 市

沖 縄 市

100.0%
100.0%
99.5%
97.1%
96.9%
96.6%
96.2%
95.5%
87.9%
82.5%
82.5%
81.4%

77.8%
77.6%
74.8%
65.6%
58.2%
58.1%
56.9%
51.0%
47.7%
42.9%
38.4%
27.0%

平成22年3月末時点平成21年度市町村別接続率ランキング

平成22年3月末　県内平均　88.2％
※接続率とは、各市町村の下水道利用可能人数に対する、実際に下水道に接続
　している人数の割合を示します。

汚泥

　
公
共
下
水
道
が
完
成
し
て
供
用
開
始
が

公
示
さ
れ
る
と
、各
ご
家
庭
と
公
共
下
水

道
に
つ
な
ぐ
排
水
設
備
工
事
を
速
や
か
に

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
、汲
み
取
り
便
所
は
公
示
後
三
年

以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が

下
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ご

家
庭
で
も
、公
共
下
水
道
に
つ
な
ぐ
た
め

の
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
に
接
続
し
よ
う

※写真は平成21年度のものです。

施設見学の様子

下水道がきれいになるまで

下水道週間　～ 下水道　水から聞こえる　「ありがとう」 ～

施設見学のご案内

水
洗
便
所
改
造
資
金
に
つ
い
て
は
、下
水

道
事
業
を
実
施
し
て
い
る
各
市
町
村
に
て

資
金
の
貸
付
、融
資
の
斡
旋
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
住
ま
い

の
市
町
村
下
水
道
担
当
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、県
内
の
下
水
道
接
続
率
は
、約
八

十
八
％
。下
水
道
は
、一
人
ひ
と
り
が
接
続

し
て
初
め
て
役
割
を
果
た
し
ま
す
。豊
か

な
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、下

水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

ちゅら島とちゅら海を守るためにちゅら島とちゅら海を守るために
〜下水道に接続しましょう〜〜下水道に接続しましょう〜

　私たちが豊かな生活を維持していくためには、自然環境
との調和を図る必要があり、そのためにも生活排水などの
汚水を運搬、排水、処理するシステムが必要です。下水道は
その役割を担っています。

日　時：平成22年9月6日（月）
場　所：県民広場（県庁前）
内　容

15：00～ 花の苗や下水道関連グッズの配布
16：00～ アトラクション（琉神マブヤーショー）
16：15～ 下水道の日式典

生活排水 ポンプ場

工場排水

沈砂池

最初沈殿地

汚泥処理施設

最終沈殿地

消毒設備

水質試験

反応タンク

マンホール
汚泥

汚泥

汚泥汚水

雨水

県では、9月10日「下水道の日」を含めた１週間を下水道週間として、式典やパネル展を開催しています。
今年も下水道への関心と理解を深め、協力を得ることを目的に下記の通り実施します。
お気軽にお立ち寄りください。

各浄化センターでは、下水道施設の見学ができます。
見学を希望される方は、各浄化センターへ直接お問い合わせください。
見学時間は祝祭日を除く月～金曜日の9：00～16：30となります。
詳しくは、県下水道管理事務所のホームページをご覧ください。

1．みずクリン那覇（那覇浄化センター）
　 TEL 098-868-3310
2．みずクリン宜野湾（宜野湾浄化センター）
　 TEL 098-899-2801
3．みずクリン具志川（具志川浄化センター）
　 TEL 098-938-8630
4．みずクリン西原（西原浄化センター）
　 TEL 098-871-9807 

問い合わせ先

汚泥消化タンクで発生したガス（消化ガス）は、燃焼脱臭
炉やガス発電機の燃料に利用します。燃焼脱臭炉は浄化
センター内の悪臭を集めて燃やして、臭いをなくします。
ガス発電機は消化ガスを燃料にして、電気をつくります。

●反応タンク

●汚泥処理

汚水に微生物の入った泥（活性汚泥といいます）を加えて空気を吹きこみま
す。汚水にとけこんでいる汚れは、微生物の栄養分として吸収され、繁殖し
た微生物は沈みやすい活性汚泥になり、汚水はきれいになっていきます。
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3歳児むし歯有病状況の推移

沖縄県

母
子
保
健
課
所
管
国
庫
補
助
事
業
等
に
係
る

実
施
状
況
調
べ（
厚
生
労
働
省
）よ
り
作
成

※

「
紅
い
も
ち
ん
す
こ
う
」の
一
括
表
示
例

【
袋
詰
め
玄
米
お
よ
び
精
米
】

　玄
米
や
精
米
も
生
鮮
食
品
で
す
が
、袋

詰
め
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、米
独
自

の
表
示
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。表
示

す
べ
き
項
目
は
、「
名
称
」、「
原
料
玄
米
」、

「
内
容
量
」、「
精
米
年
月
日（
玄
米
は
調
整

年
月
日
）」、「
販
売
者
」の
五
つ
で
す
。

　な
お
、玄
米
や
精
米
は
加
工
食
品
で
は

な
い
の
で
、袋
詰
め
さ
れ
て
い
て
も
賞
味

期
限
の
表
示
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。

【
加
工
食
品
】

　ち
ん
す
こ
う･

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど

の
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
・
さ
ん
ぴ
ん
茶
な

ど
の
飲
料
、
パ
ン
、
し
ょ
う
油
、
カ
ッ

プ
麺
と
い
っ
た
加
工
食
品
は
、
表
示
す

べ
き
項
目
が
多
く
、「
名
称
」、「
原
材
料

　
テ
レ
ビ
、雑
誌
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
食
に
関
す
る

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
J
A
S
法
に
基
づ
く
食
品
表

示
を
理
解
し
、適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

見
て
い
ま
す
か
？
知
っ
て
い
ま
す
か
？
食
品
表
示

　
九
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
。
歯
や
口
は
健
康
を

支
え
る
大
切
な
器
官
で
す
。
県
は
、
八
十
歳
で
二
十
本
以
上

自
分
の
歯
を
保
つ
８
０
２
０
運
動
を
通
じ
て
、
県
民
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

め
ざ
そ
う
8
0
2
0
！

お
口
の
健
康
三
点
セ
ッ
ト

〜
歯
ブ
ラ
シ
・
フ
ッ
素
・
フ
ロ
ス
〜

●県国保・健康増進課  TEL:098-866-2209　　　FAX:098-866-2289お問い合わせ●県流通政策課  TEL:098-866-2255　　　FAX:098-862-7519お問い合わせ

減
ら
そ
う
！
子
ど
も
の
む
し
歯

　む
し
歯
は
、特
に
幼
児
期
・
学
齢
期
に

発
生
し
や
す
い
病
気
で
す
。本
県
の
三

歳
児
の
む
し
歯
を
持
っ
て
い
る
子
の
割

合
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
約
四

十
％
と
高
く
、全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。ま
た
、十
二
歳

児
の
一
人
平
均
む
し
歯
数
は
二
・
九
本

と
全
国
平
均
の
二
倍
を
超
え
て
お
り
、

全
国
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
取
り
組
み

　む
し
歯
予
防
に
は「
歯
み
が
き
」や

「
甘
味
の
摂
取
制
限
」の
ほ
か
、「
フ
ッ
化

物
応
用
」が
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
フ
ッ
化
物
応
用
」と
は
、歯
に
直
接

塗
る
フ
ッ
化
物
塗
布
や
洗
口
液
で
ブ
ク

ブ
ク
う
が
い
を
す
る
フ
ッ
化
物
洗
口
、

フ
ッ
化
物
の
入
っ
た
歯
磨
き
剤
の
使
用

な
ど
に
よ
る
む
し
歯
予
防
方
法
の
こ
と

で
す
。県
で
は
、保
健
所
や
沖
縄
県
歯
科

医
師
会
と
協
力
し
、保
育
所
な
ど
で
の

フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
を
支
援
し
て
い
ま

す
。平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た
保
育

所
な
ど
は
五
十
一
カ
所
で
し
た
が
、昨

年
度
は
百
七
十
カ
所
ま
で
拡
大
し
て
い

ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、今
後
本
県
の

幼
児
・
児
童
生
徒
の
む
し
歯
有
病
状
況

改
善
を
さ
ら
に
加
速
し
て
く
れ
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
食
品
表
示
制
度
と
は

フ
ッ
化
物
洗
口
支
援
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

●
沖
縄
県
歯
科
医
師
会

　
☎
〇
九
八
ー
八
七
七
ー
一
八
一
一

お
口
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

●
沖
縄
県
歯
科
衛
生
士
会

　
☎
〇
九
八
ー
九
九
五
ー
八
八
二
五

食
品
表
示
１
１
０
番

☎
〇
九
八（
八
六
六
）二
二
七
四

　
受
付

　
月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

減
ら
そ
う
！
大
人
の
歯
周
病

歯
周
病
予
防
の
取
り
組
み

　歯
周
病
と
は
歯
肉
に
炎
症
が
起
こ
り
、

進
行
す
る
と
歯
を
支
え
る
周
り
の
骨
が

溶
け
て
い
く
病
気
で
す
。自
分
で
気
が
つ

か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
こ
と
も
多
く
、

放
置
す
る
と
歯
が
抜
け
落
ち
ま
す
。ま

た
、歯
周
病
菌
が
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
た

り
、肺
炎
を
引
き
起
こ
す
な
ど
全
身
的
な

病
気
と
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

　歯
周
病
は
、成
人
以
降
の
予
防
が
大
切

で
す
。し
か
し
、健
康
な
歯
肉
を
持
っ
て

い
る
本
県
の
成
人
は
、全
体
の
わ
ず
か
一

割
程
度
で
、全
国
平
均
よ
り
も
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　県
で
は
、出
前
講
座
や
公
開
講
座
を
開

催
し
、歯
周
病
予
防
に
つ
い
て
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、沖
縄
県
歯
科
衛
生
士
会
に

委
託
し
、青
壮
年
層
を
対
象
に
し
た「
出

前
！
お
口
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」を
少
人
数

の
サ
ー
ク
ル
や
事
業
所
な
ど
で
実
施
し

て
い
ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、歯
ブ
ラ
シ

や
歯
間
ブ
ラ
シ
、デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど

の
使
い
方
な
ど
を
指
導
し
、歯
周
病
予
防

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　歯
や
口
は
、健
康
を
支
え
る
大
切
な
器

官
で
す
。自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
事
を
す

る
た
め
に
も
、歯
ブ
ラ
シ
・
フ
ッ
素
・
フ
ロ

ス
を
上
手
に
使
い
、む
し
歯
や
歯
周
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
お
き
な
わ
21
推
進
大
会

　

｢

健
康
お
き
な
わ
21｣

と
は
、
県
民
一

体
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
行
動
計
画
で
す
。
九
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
、
県
内
各
地
で
推
進
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
保
健
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　現
在
食
品
表
示
は
、複
数
の
関
連
法
律

な
ど
に
基
づ
き
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
Ｓ
法（
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び

品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
）は
、

消
費
者
が
商
品
を
選
択
す
る
と
き
に
、必

要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
目

的
で
作
ら
れ
た
法
律
で
す
。Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で

は
、一
般
消
費
者
向
け
に
販
売
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
の
食
品
に
つ
い
て
、次
の
と
お

り
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
生
鮮
食
品
】

　農
産
物（
野
菜
・
果
物
）、畜
産
物（
肉
・

卵
）、水
産
物（
魚
・
も
ず
く
や
海
ぶ
ど
う

等
の
海
藻
）と
い
っ
た
一
次
産
品
を
生
鮮

食
品
と
い
い
ま
す
。生
鮮
食
品
に
は「
名

称
」と「
原
産
地
」を
表
示
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「名
称
」は
、そ
の
食
品
の
内
容
を
表
す

一
般
的
な
名
称
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
原
産
地
」の
表
示
方
法
は
、農
産
物
、畜

産
物
、水
産
物
で
異
な
り
ま
す
。

名
」、「
内
容
量
」、「
賞
味
期
限
（
ま
た

は
消
費
期
限
）」、「
保
存
方
法
」、「
製
造

者
（
ま
た
は
販
売
者
）」
が
製
品
の
見
や

す
い
場
所
に
一
括
し
て
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
る
加
工
食
品
は
、
容
器
に
入
れ
、
ま

た
は
包
装
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　県
で
は
、Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
食
品
表

示
が
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
、主
に
四
つ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
巡
回
調
査
・
指
導

　平
成
二
十
二
年
度
は
、六
月
〜
九
月
末

を「
Ｊ
Ａ
Ｓ
食
品
表
示
強
化
期
間
」に
設

定
し
、小
売
店
舗
お
よ
び
観
光
土
産
品
店

な
ど
を
中
心
に
、県
内
全
域
で
巡
回
調

査
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
食
品
表
示
講
習
会
の
開
催

　食
品
製
造
・
販
売
事
業
者
が
、食
品
表

示
制
度
を
理
解
し
て
適
正
な
表
示
を
行

う
よ
う
、講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
一
般
消
費
者
も
受
講
可
能
で
す
）。

正
し
い
食
品
表
示
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み

消
費
者
の
み
な
さ
ん
へ

お
願
い
し
た
い
こ
と･･･

③
食
品
表
示
１
１
０
番

　事
業
者
や
消
費
者
か
ら
の
情
報
提
供

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
受
け
付
け
る
食

品
表
示
１
１
０
番
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

④
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

　す
べ
て
の
小
売
店
の
食
品
表
示
を
県

の
職
員
だ
け
で
調
査
す
る
の
は
困
難
で

す
。そ
こ
で
、県
民（
一
般
消
費
者
）の
中

か
ら
募
集
し
た
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー（
今
年
度
は
四
十
八
人
）が
、普
段

の
買
い
物
の
中
で
食
品
表
示
を
監
視
し

て
い
ま
す
。

　今
回
お
知
ら
せ
し
た
こ
と
は
、Ｊ
Ａ
Ｓ

法
に
基
づ
く
食
品
表
示
の
基
本
で
す
。食

品
表
示
の
ル
ー
ル
は
ほ
か
に
も
た
く
さ

ん
あ
り
、も
っ
と
複
雑
な
ル
ー
ル
も
あ
り

ま
す
。

　「消
費
者
の
権
利
の
尊
重
」と「
消
費
者

の
自
立
の
支
援
」を
基
本
理
念
と
す
る
消

費
者
基
本
法
は
、国
、県
、事
業
者
の
責
務

だ
け
で
な
く
、消
費
者
の
役
割
と
し
て
、

「
消
費
者
は
自
ら
進
ん
で
、そ
の
消
費
生

活
に
関
し
て
、必
要
な
知
識
を
修
得
し
、

及
び
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
等
自
主

的
か
つ
合
理
的
に
行
動
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
て
い
ま
す

（
第
七
条
）。

　食
品
表
示
を
見
て
食
品
の
特
性
を
知

り
、正
し
い
取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
は
、自
分
自
身
や
家
族
が
健
全
な

食
生
活
を
お
く
る
た
め
に
も
大
切
で
す
。

食
品
表
示
を
正
し
く
読
み
取
り
理
解
す

る
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

北部福祉保健所

中部福祉保健所

南部福祉保健所

中 央 保 健 所

宮古福祉保健所

八重山福祉保健所

肥満専門医が教える「成功率93％ダイエット」

働くあなたと家族の健康づくりin南風原

検　討　中

テーマ等

メタボリックシンドローム予防講演会

運動指導出前講習会

健康おきなわ21推進大会in与那国

～与那国の健康はどぅ－なんだ！？～

９月30日（木）午後２時～４時

日　時

10月24日（日）午後１時～４時半

10月24日（日）正午～５時

9月11日（土）午後２時～４時

未　定

９月５日（日）午後２時～４時半

名護市民会館中ホール

場　所

南風原町総合保健福祉防災
センター（ちむぐくる館）

てんぶす那覇
（那覇市ぶんかテンブス館）

３事業所（選定中）

与那国中学校体育館

宮古島市中央公民館

検　　討　　中

ドゥナン

名 称

原材料名

内 容 量

賞味期限

保存方法

製 造 者

焼 菓 子

30個（2個×15袋）

○○．○○．○○

直射日光・高温多湿を
避けて保存してください

株式会社○○製菓
○○県○○市　○－○

小麦粉、砂糖、ラード、紅いも、
膨張剤、保存料

名 称

原 料 玄 米

内 容 量
精米年月日

販 売 者

精　米

○㎏
○○．○○．○○
株式会社○○食糧
○○県○○市　○－○
電話○○○（○○○）○○○○

単一原料米
○○県 ○○ヒカリ ○○年産

産　地 品　種 産　年

名 称

原 料 玄 米

内 容 量
精米年月日

販 売 者

精　米

○㎏
○○．○○．○○
株式会社○○食糧
○○県○○市　○－○
電話○○○（○○○）○○○○

複数原料米
国内産　　　　　　　　　　　10割
　○○県 ○○ヒカリ ○○年産　8割
　未検査米　　　　　　　　　　2割

産　地 品　種 産　年 使用割合

〔　　　　　　　　　　〕

表
示
例

表
示
例にんじん

沖縄県産

本まぐろ
北大西洋
（解凍）

牛肩ロース
国産
100g ◯◯円

農産物

畜産物

水産物
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

情報
ひろば
情報
ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
9 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　25:55　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
日
時

　
9
月
7
日（
火
）午
後
2
時
半
〜

●
場
所

　浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
結
の
街

●
内
容

　
仕
事
と
生
活
を
両
立
し
や
す
い

　職
場
風
土
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
に

　よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク

●
定
員

　１
２
０
人（
入
場
無
料
）

●
問
合
せ

　県
雇
用
労
政
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
6
6

●
日
時

　
9
月
16
日（
木
）午
後
1
時
半
〜

●
場
所

　
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
宜
野
湾
支
店
会
館

　
　
　
　ジ
ュ
ビ
ラ
ン
ス
４
階
ホ
ー
ル

●
題
目

　「
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け
て

　国
連
が
す
べ
き
こ
と
」「
世
界
か
ら
貧
困
を

　な
く
す
た
め
に
国
連
が
す
べ
き
こ
と
」な
ど

●
問
合
せ

　

(

財)

沖
縄
県
国
際
交
流
・
人
材
育
成
財
団

　
☎
0
9
8
ー
9
4
2
ー
9
2
1
5

●
日
程　
9
月
7
日（
火
）観
光
産
業
関
連
フ
ォ
ー
ラ
ム

　9
月
24
日（
金
）合
同
企
業
説
明
会
・
面
接
会

●
願
書
配
布

　9
月
13
日（
月
）〜
10
月
1
日（
金
）

●
願
書
受
付

　9
月
27
日（
月
）〜
10
月
1
日（
金
）

●
受
験
資
格

　栄
養
士
免
許
状
を
有
す
る

　者
ま
た
は
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
に

　当
該
免
許
取
得
見
込
み
の
者

●
問
合
せ

　県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
4
1

●
第
1
次
試
験

　11
月
6
日（
土
）

●
試
験
会
場

　
県
立
小
禄
高
等
学
校

●
願
書
配
布

　9
月
2
日（
木
）〜
10
月
1
日（
金
）

●
願
書
受
付

　9
月
27
日（
月
）〜
10
月
1
日（
金
）

●
受
験
資
格

　短
期
大
学
卒
業（
卒
業
見
込

　み
含
む
）相
当
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

●
問
合
せ

　県
教
育
庁
県
立
学
校
教
育
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
1
5

　県
で
は
、保
健
所
な
ど
で
勤
務
す
る
公
衆

衛
生
医
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

　2
人

●
応
募
資
格

　
医
師
免
許
を
有
す
る
昭
和

　41
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

　募
集
要
領（
当
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）に

　定
め
る
要
件
を
満
た
す
者

●
問
合
せ

　県
福
祉
保
健
企
画
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
6
4

　県
立
中
部
病
院
で
は
、７
対
１
看
護
取
得

を
目
指
し
て
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員(
予
定)

　約
１
０
０
人

●
問
合
せ

　県
立
中
部
病
院
看
護
部

　
☎
0
9
8
ー
9
7
3
ー
4
1
1
1

　障
害
が
あ
る
た
め
日
常
の
歯
の
健
康
管

理
が
難
し
く
、ま
た
意
思
表
示
が
十
分
で

な
い
た
め
一
般
の
歯
科
医
院
で
の
治
療
が

困
難
な
障
害
児（
者
）の
歯
科
治
療
を
実
施

し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　11
月
10
日（
水
）〜
12
月
8
日（
水
）

●
場
所

　県
立
宮
古
病
院

●
募
集
締
切

　9
月
30
日（
木
）

●
備
考

　希
望
対
象
者
は
、10
月
上
旬
に

　予
備
検
診
を
予
定
。

●
問
合
せ

　県
障
害
保
健
福
祉
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
9
0

　夜
間
の
急
な
子
ど
も
の
病
気
の
際
に
、医

師
や
看
護
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た
適
切
な

対
処
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
る
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間

　毎
日
午
後
7
時
〜
11
時

●
電
話
番
号

　固
定
電
話
・
携
帯
電
話･･･

＃
8
0
0
0

　ダ
イ
ヤ
ル
回
線･･･

0
9
8
ー
8
8
8
ー
5
2
3
0

●
問
合
せ

　県
医
務
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
6
9

●
開
催
日
・
場
所

　9
月
3
日（
金
）
　名
護
市
民
会
館

　9
月
10
日（
金
）
　T
O
M
I
T
O
N（
豊
見
城
市
）

　9
月
17
日（
金
）
　う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　9
月
25
日（
土
）
　糸
満
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
備
考

　参
加
費
無
料
。入
退
場
自
由
。

●
問
合
せ

　マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト(

事
務
局)

　
☎
0
9
8
ー
8
6
1
ー
2
7
7
3

●
日
時

　9
月
25
日（
土
）午
後
1
時
半
〜
3
時

●
場
所

　サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
海
邦（
那
覇
市
）

●
備
考

　参
加
費
無
料
。公
共
交
通
機
関

　を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　県
医
務
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
6
9

●
場
所

　沖
縄
市
民
会
館

●
問
合
せ

　

(

財)

雇
用
開
発
推
進
機
構

　
☎
0
9
8
ー
8
5
9
ー
6
1
4
0

【
し
ま
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら
大
会
】

●
日
時

　
9
月
18
日（
土
）午
後
2
時
開
演

●
場
所

　読
谷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
鳳
ホ
ー
ル

【
う
ち
な
ぁ
ぐ
ち
講
座
・
伝
統
文
化
体
験
成
果
発
表
会
】

●
日
時

　
9
月
18
日（
土
）午
後
2
時
開
演

●
場
所

　パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場（
那
覇
市
）

●
問
合
せ

　県
文
化
振
興
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
8

　就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日

　11
月
2
日（
火
）

●
試
験
場
所

　
県
庁
13
階
第
3
会
議
室

●
願
書
受
付
　8
月
20
日（
金
）〜
9
月
7
日（
火
）

●
問
合
せ

　県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
4
1

●
第
1
次
試
験

　11
月
6
日（
土
）

●
試
験
会
場

　
県
立
小
禄
高
等
学
校

　県
立
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
と
高
等

部
の
入
学
者
選
抜
の
方
法
・
日
程
等
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
　

（
変
更
内
容
）

①
受
験
希
望
者
は
、志
願
前
に
入
学
希
望
の

　学
校
で
教
育
・
進
路
相
談
を
受
け
る
こ
と

②
幼
稚
部
の
入
学
者
選
抜
実
施
日
が
12
月
に
変
更
。

③
高
等
部
は
、今
年
度
よ
り
２
次
募
集
を
実
施
。

●
問
合
せ

　県
教
育
庁
県
立
学
校
教
育
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
1
5

　10
月
1
日
、国
勢
調
査
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。調
査
結
果
は
、福
祉
、教
育
、雇

用
、地
域
対
策
な
ど
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。調
査
へ
の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

　日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

●
方
法

　国
勢
調
査
員
が
各
ご
家
庭
を
訪

　問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　県
統
計
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
5
0

☎098-941-8200

 4日・ 5日
11日・12日
18日・19日
25日・26日

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

県立埋蔵文化財センター

☎098-835-8752
☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

10
月
1
日
は
国
勢
調
査

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

自
治
医
科
大
学
医
学
部
説
明
会

特
別
支
援
学
校
入
試
の
変
更
に
つ
い
て

公
衆
衛
生
医
師
募
集

看
護
師
募
集

障
害
者
全
身
麻
酔
歯
科
治
療

平
成
22
年
度
中
卒
認
定
試
験

公
立
学
校
栄
養
職
員
選
考
試
験

実
習
助
手
等
選
考
試
験

募

　
集

小
児
救
急
電
話
相
談

試

　
験

お
知
ら
せ

下水道で地球にやさしい循環型社会へ
グッジョブで見つけるあなたの明るい未来
公共交通の利用促進について
上半期総集編

◆移動展「発掘調査速報展2010」
　期　間：９月４日(土)～19日(日)
　場　所：今帰仁村歴史文化センター
　　　　　午前８時30分～午後５時
　　　　　(入館は午後４時半まで)

◆特別展「海のクロスロード　八重山」
　期　間：９月24日（金）～11月23日（火）
　入場料：一般800円、高校生・大学生500円、
　　　　 小・中学生300円

◆文化講座「詩と歌でつづる八重山」
　日　時：９月25日(土)午後２時～４時
　講　師：平田太一氏
　定　員：200人(当日先着)
　参加料：無料

◆バックヤードツアー
　開催日：９月４日(土)
　　　　  美術館：午前11時～12時
　　　　  博物館：午後２時～３時
　定　員：先着各12人(受付午前９時～)
　参加費：無料

◆県民キューレーター展「ちゅくいむじゅくい」
　期　間：９月７日(火)～30日(木）
　入場料：大人600円、高校生・大学生400円、
　　　　  小・中学生300円

博物館

美術館

10月　OCTOBER10月　OCTOBER

仕
事
と
生
活
の
両
立
促
進
セ
ミ
ナ
ー

し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
関
連
行
事

国
連
高
校
生
主
張
コ
ン
ク
ー
ル

観
光
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

合
同
企
業
説
明
会

イ
ベ
ン
ト

◆美術館コレクション展
　ギャラリー１ 版画：儀間比呂志展
　ギャラリー２ 絵画：ガイアへの帰還
　ギャラリー３ 絵画：沖縄の色彩
　期　間：９月５日(日)まで
　入場料：大人300円、高校生・大学生200円、
　　　　  小・中学生100円
　※70歳以上と県内小中学生は無料

「美ら島沖縄総体2010」応援ありがとうございました！

なお、競技結果につきましては、下記のホームページで確認できます。

検索美ら島沖縄総体2010http://www.ih2010.jp　または

　県内各地で熱戦が展開されました「美ら島沖縄総体2010」は8月20日をもって閉幕
いたしました。県民の皆様、大会支援や各競技会場での応援および渋滞緩和へのご協
力誠にありがとうございました。



　　「
”

て
し
直
め
つ
見
を
元
足
む
住
の
分
自

そ
探
を
物
宝

う
“

材
人
の
村
頭
国
う
い
と

れ
そ
て
し
こ
起
り
掘
を
化
文
や
史
歴
の
区

の
内
村
や
民
区
た
し
と
心
中
を

O
P
N

　

の

と
役
め
と
ま

り
取
き
聞
に
道
地
に
り
と
ひ
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一
り
寄
年

ま
り
作
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し
け
分
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で
な
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も
章
文
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た
ま

を
り
取
き
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か
り
寄
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水
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点
が
所
拝
や

ツ
の
間
時
二
る
す
策
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落
集
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す
在

ド
イ
ガ
内
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民
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す

ト
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画
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つ
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峠
た
い
て
れ
わ
使
に
前

坂

備
整
の」

生
学
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は
に
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い
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し
力
協
が

　

た
”
ナ
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）
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口
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ク
ダ
ン
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説
伝
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に
的
極
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り
く
づ
域
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や
し
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起
り
掘

で
査
調
同
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区
三

見
発
再
を
源
資
の
域
地

力
協
で
な
ん
み
で
ま
ち
た
供
子

　

り
作

は

真
写
い
古

の

き
聞
や
け
か
び
呼
供
提

八
十

路
道
た
れ
ら
え
変
り
造
も
回
五
に
間
の
年

の

先
に
代
時
い
な

く
て
し
備
整
を
落
集
て
し
労
苦
が
ち
た
人

　

に
う
よ
の
魚
た
得
を
水
が
り
寄
年
お
「

う
と」
変
大
が
の
る
め
と
ま
て
ぎ
過
り
が

　

に
り
誇
を
郷
故
に
者
若
で
と
こ
る
す
加
参
「

意
と」
い
た
し
出
み
生
も
用
雇
に
元
地
で
成

ア
い
し
ら
長
区
と」
い
た
り
作
を
所
場
る
す

　う
合

ん
さ
な
み
の
那
与

に
は
”

ダ
ン
ム
ナ
ユ

マ
ク
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が
着
愛
や
り
誇
の
へ
落
集

！
に
気
元
を
域
地

ユナムンダクマの郷
さと

“

の
マ
ク
ダ
ン
ム
ナ
ユ

郷”

“

の
マ
ク
ダ
ン
ム
ナ
ユ

郷”

昔ながらの顔なじみで
仲良く活動中！

集落のお年寄りパワーを
もっと生かしたい！若者が働ける場のある

集落にしたい！

字史の取材で与那の
素晴らしさを再発見

平成22年9月1日発行第34巻9号通巻420号

● 表紙 撮影協力・沖縄星の会
● 表紙 写真・島袋常貴
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務
事
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０
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０
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）
城
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せ
わ
合
い
問
お

き
つ
た

ら
ひ
か
た

　「古代エジプト 神秘のミイラ展」に行ってきました！博物館
は、夏休み期間のせいかまさかの入場45分待ち。普段行列の
できない沖縄で、入場に時間がかかることにびっくりです。
内容は海外博物館の巡回展だけあって、貴重な展示品ばか
り。しばし悠久の歴史を感じることができました。(momo)

　今月号からフッタロゴ（各ページの下にあるロゴ）が
「musix2011」に変わりました。「沖縄国際アジア音楽祭～
musix2011～」は、来年３月18日～20日の日程で開催されま
す。お楽しみに！（ヒョコトコアルキ）

）
村
頭
国
（会
議
協
マ
ク
ダ
ン
ム
ナ
ユ

左から、大城靖さん、津波敏久さん、大城樹さん、大城加代子さん左から、大城靖さん、津波敏久さん、大城樹さん、大城加代子さん

人々の生活に役立った
湧き水「アナガー」
人々の生活に役立った
湧き水「アナガー」子どもたちも一緒に集落を散策子どもたちも一緒に集落を散策 端材に屋号を刻んだ表札作り端材に屋号を刻んだ表札作り 与那区民のみなさんから提供された古い写真与那区民のみなさんから提供された古い写真

国頭村

と
さ




